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　目的：わが国の人口高齢化は地域格差や産業構造間の格差等の種々の遍在性を内包しな

がら急速かつ高水準に進行している．中でも農家世帯の高齢化は過疎問題とも関連してよ

り急速に進み、農業従事者の高齢化．後継者の喪失．高齢核家族の増加、それに伴う農業

問題や地域問題等、高齢化の複合的な問題を厳しく現出してきている．本研究は、そのよ

うな状況下にある農家世帯の高齢者の生活と生活環境についての調査を宮崎県下で実施し、

そのきめ細かい生活実態の把握を通して．今後の高齢化対策のよりよい方向を検討するも

のである．なお、宮崎県は高齢化率が14.2%に達して．すでに高齢社会に入り．農家世帯

においては19.5%と超高齢化状況を目前にしている（1990年国勢調査・農林業センサス）o

　方法：調査対象地を．最も高齢化の進む県中北山間部から西臼杵郡日之影町、市部で初

めて高齢化率20%を越えたえびの市から地域特性の異なる平野部と山間部の２地域、そし

て．現在．農協主体の特別養護老人ホームの建設計画の進む半農半漁地域の南那珂郡南郷

町の３市町４地域に選定して.65歳以上の高齢者および50～64歳の向老期の成人を対象に、

調査票を用いた自記式・留置式調査法で．1991年8月に調査を実施し．その結果を分析し

た．12布調査票は1000.､有効回収票は751、有効回収率は75.1%である．

　結果：本報では．調査対象地の高齢化と農家世帯の状況．調査対象者の基本属性．家族

生活と農業生活の実態と意徴．住宅および住生活の現状と問題点、住宅改善や設備要求．

住宅内外で展開される日常の生活行動と生活障害の実態等について、特に、高齢核家族お

よび75歳以上の後期高齢者に厳しい生活状況がみられる現状を報告する．
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【目的】高齢者の住まいとして、近年急増した有料老人ホームについて、入居者の意向

を伺い、老後を安心して暮らすための指標を得ることを目的としてこの調査を行った。

　【方法】　アンケート調査　対象：有料老人ホーム入居者。最近１０年以内に設置された

施設。愛知県他で５施設。配布数：3 4 5部。回収数：19 0部。調査内容：入居者の社

会的属性、経費と負担感、施設設備および生活面の満足度など。

　【結果】　回答者の性別：女性7 0%、男性3 0% （夫婦2 7％）。年齢：7 0代5 4％、

6 0代11%、その他2 9％。入居の決定：自分7 5%。体験入居：しなかった5 6%。

入居直前の住まい：一戸建持家7 2%。転居意向：ない9 6％。施設設備などに対する満

足度：上位よりホームの設備、部屋の設備、部屋広さ、つき合い、介護体制、サークル活

動。収入源：年金5 3%、利子3 8％、年間収入：2 0 0～４ 0,0万円台７０％。入居金

　:2 0 0 0万円台4 5%、1500～2000万円未満2 6％、3000～5000万円

未満11%。負担感：入居金－6 0％以上の負担感をもつ人4 2%、2 0％未満の負担感

3 6％、管理費― 6 0％Pi上4 8％、2 0％未満3 0％、食費― 6 0 ％Pi上3’2％、2 0

％未満4 0%、光熱費他― 6 0％以上２ ５･％２０％未満4 0%。したいこと：旅行、趣味。

　以上、施設設備の満足度は高い。介護時の付添費や、介護に不安を感じている人がある。

改善に最大の努力を。入居金の負担は大きい。多様な居住方式が準備されることを望む。
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